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水
害
多
発
時
代
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
―
―
―
狛
江
発

「
減
災
」を
め
ざ
す  「
備
災
」を
進
め
る

避
難
へ
の
自
助
意
識
を
高
め
る

備
災
と
自
治
体
間
連
携
を
前
へ

　

狛
江
市
の
避
難
所
13
カ
所
の
う
ち
、

多
摩
川
氾
濫
時
は
６
カ
所
が
ハ
ザ
ー

ド
地
区
に
あ
る
た
め
、
ハ
ザ
ー
ド
外
の

避
難
所
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
避
難
所
開
設
情
報
が
わ
か
り

づ
ら
く
、
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
時
は

す
で
に
豪
雨
で
、
高
齢
者
、
障
が
い
者

は
避
難
の
決
断
が
難
し
か
っ
た
。一

方
、
自
主
避
難
所
に
は
不
安
を
募
ら
せ

た
避
難
者
が
続
々
と
訪
れ
、
ど
こ
も
満

杯
状
態
。地
震
災
害
で
訓
練
し
て
い
た

避
難
所
運
営
協
議
会
も
自
主
集
合
で
、

市
外
在
住
の
職
員
も
参
集
で
き
な
い

な
ど
運
営
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。

　

今
回
の
災
害
を
教
訓
に
、
水
害
時
の

避
難
所
は
体
育
館
だ
け
で
な
く
、
垂
直

避
難
の
観
点
か
ら
校
舎
の
開
放
を
校

長
会
に
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。し
か

し
、
絶
対
的
に
収
容
人
数
が
足
り
な
い

た
め
、
自
宅
上
層
階
や
マ
ン
シ
ョ
ン
高

層
階
へ
の
移
動
避
難
や
、
避
難
所
以
外

の
避
難
先
も
確
保
す
る
自
助
・
自
主

「
備
災
」
を
考
え
て
お
き
た
い
。災
害
時

協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
大
型
商
業
施
設

ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
目
視
に
よ
り
状
況

判
断
。多
摩
川
か
ら
樋
管
へ
の
逆
流
が

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
水
門
を
開

け
た
状
態
で
監
視
職
員
は
退
避
。ポ
ン

プ
車
に
よ
る
排
水
も
行
っ
て
い
な
い
。

一
連
の
処
置
、
判
断
に
対
す
る
評
価

は
、
別
途
、
専
門
業
者
の
検
証
に
委
ね

ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
対
策
は
3
月
の

報
告
を
待
つ
段
階
に
あ
る
。

　

台
風
19
号
は
、
予
想
通
り
10
月
12
日

静
岡
県
に
上
陸
。13
時
に
は
狛
江
市
災

害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
同
本
部
は

気
象
庁
、
京
浜
河
川
事
務
所
と
連
絡
を

密
に
し
な
が
ら
多
摩
川
を
監
視
。

　

狛
江
市
に
は
、
猪
方
と
六
郷
の
2
つ

の
排
水
樋ひ

管か
ん

水
門
が
あ
る
。調
布
市
下

石
原
の
多
摩
川
水
位
計
が
６
メ
ー
ト

ル
を
越
え
た
時
点
で
狛
江
市
は
、
マ

の
駐
車
場
や
店
舗
の
開
放
を
求
め
た

り
、要
支
援
者
、高
齢
者
、移
動
困
難
者

の
移
動
手
段
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
活
用
も
提
案
し
た
。

　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
豪
雨
の

増
加
か
ら
多
摩
川
の
内
水
氾
濫
を
防

ぐ
た
め
に
流
域
自
治
体
が
協
力
し
て

対
策
を
検
討
す
る
、
発
災
し
て
し
ま
っ

た
ら
市
民
は
ま
ず
自
助
避
難
を
め
ざ

し
、
市
は
事
前
に
避
難
困
難
者
を
把
握

し
、
計
画
的
な
避
難
所
受
け
入
れ
を
具

体
化
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
。

親
も
子
も

共
に
安
心
で
き
る
災
害
対
策
を

　

台
風
な
ど
一
定
の
予
測
が
可
能
な

災
害
と
違
い
、
地
震
な
ど
突
然
の
災
害

で
は
就
業
や
所
用
の
た
め
保
護
者
が

自
宅
を
離
れ
て
い
た
り
交
通
事
情
に

よ
っ
て
は
帰
宅
困
難
に
な
る
こ
と
も
。

狛
江
ネ
ッ
ト
子
ど
も
部
会
が
開
催
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
、
親
も
子

も
安
否
確
認
へ
の
不
安
の
声
が
大
き

か
っ
た
。災
害
時
は
指
定
者
が
引
き
と

る
ま
で
は
学
校
が
責
任
を
も
っ
て
保

護
す
る
こ
と
、
ま
た
災
害
時
の
恐
怖
は

大
き
な
心
の
傷
に
な
る
た
め
発
災
時
・

避
難
時
と
そ
の
後
の
、
子
ど
も
の
平
常

と
は
違
う
行
動
へ
の
対
応
や
心
の
ケ

ア
に
つ
い
て
も
避
難
所
運
営
や
保
育
・

教
育
現
場
の
関
係
者
が
学
習
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
だ
。

　

災
害
に
備
え
る
＝
「
備
災
」
＝
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を

整
え
災
害
に
ま
け
な
い
ま
ち
づ
く
り

を
着
実
に
進
め
た
い
。

狛
江
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

市
議
会
議
員	

ま
つ
ざ
き
淑
子

　

昨
年
10
月
に
襲
来
し
た
台
風
19
号
は
全
国
各
地
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
都
内
で
も
集
中
豪
雨
の
た
め
多
摩
川
の
水

位
が
急
上
昇
。
狛
江
市
で
は
１
９
７
４
年
の
多
摩
川
決
壊
以
来
45
年
ぶ
り
に
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
避
難
勧
告
が
発
令

さ
れ
た
。
多
摩
川
流
域
で
は
、
各
所
で
想
定
外
の
内
水
氾
濫
が
起
こ
り
、
狛
江
市
で
も
４
５
０
世
帯
近
い
浸
水
被
害
が
生
じ
た
。

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
中
、
今
回
の
災
害
で
得
た
教
訓
を
市
民
の
目
線
で
考
え
て
い
き
た
い
。

　辺野古で政府＝沖縄防衛局の説明はよく変わる。昨年末、
工事は 2022 年から 2030 年に伸び、費用は 2310 億円から
9300 億円に拡大、加えて、にわかには信じられない話だが、
埋立て土砂や砂の全てを沖縄県内から調達すると言ってい
る。政府は計画を小出しにして安心させ、後で大幅変更する。
そもそも「嘘」も多い。
　辺野古基地は普天間飛行場返還の代替だと言う。まず、こ
れが嘘！　辺野古は滑走路が１本増え、大型ヘリ空母の岸
壁、弾薬搭載場等が加わった巨大な「新基地」だ。最初、環境へ
の影響は少ないと言い、後で大幅に変更する。変更は沖縄県
の承認が必要だが、それを無視し続けている。
　沖縄の人々の多くは、「新基地は頓挫する」と言う。西側の
サンゴ礁の浅瀬は簡単に埋立てているが、それは工事全体の
１割程に過ぎない。東側の、大浦湾の深場は難工事だ。活断層
だけでなく、海底はマヨネーズ状の軟弱地盤。当初はそれは
水面下 30ⅿの海底の下、厚さは 40ⅿと言っていた。
　実は 60ⅿの所が多いと判明。だから都合、水面下 90ⅿの地
盤改良の途方もない大工事となる。その経験は世界でも類例
がないのだという。工事は海底地盤下の固い層まで砂杭を約
7 万本以上打ち込む。
　新基地の埋立て予定 160ha の海は、生物多様性の重要海
域。政府の調査でも 5806 種の生物が棲み、ジュゴン、サンゴ、
ウミガメなど 262 種が絶滅危惧種だ。2010 年、名古屋での
生物多様性の会議「COP10」は「海域の 10％を海洋保護区」に
する「愛知目標」を決議。日本政府は「国家戦略」を閣議決定、
海洋保護区 321 カ所を発表。辺野古や西日本の当初の埋立て
土砂採取・搬出予定地のほとんどが含まれている。

　これからは砂杭に使う海砂採取が問題となる。海砂の全て 
を沖縄県から採るのか？　国頭村安波沖や嘉陽沖周辺など 
は藻場が広がる海。海砂採取は生物を死滅させる。海の埋立
てでも、海底に住む生物が死ぬと、海の汚れを含む栄養分の
分解はできなくなり、赤潮が発生し、死の海となる。
　さらに政府は砂の代わりに耐久性がない天然植物素材を
一部で使うという。また、毒性の疑問が残る鉄鋼スラグを使
う話もありそうだ。辺野古の新基地の建設は果たして可能だ
ろうか。不可能な 工事を続けて、税金の無駄遣いと環境破壊
をしているだけではないか。

軟弱地盤の深場は写真前方。工期が延長し、海の汚染は計り知れず、経費も天井知
らずに膨らむ。写真 : 沖縄防衛局ホームページ

辺野古埋立ては
未来への犯罪

完
成
で
き
る
か
？！

辺
野
古
新
基
地—

膨
ら
む
建
設
費
用
と
工
事
期
間

若槻 武行
食と農・環境フリーライター／環境団体役員

六
郷
排
水
樋
管
水
門
の
前
で
。狛
江
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
市
議
ま
つ
ざ
き
淑
子
。昨
年
10
月
12
日
狛
江
市
災
害
対
策

本
部
は
、
地
域
に
冠
水
が
始
ま
る
と
状
況
を
見
な
が
ら
樋
管
の
開
閉
と
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
排
水
作
業
を
繰
り
返
し
た
。冠

水
は
腰
辺
り
ま
で
。魚
も
目
撃
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、多
摩
川
の
逆
流
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

地域ネット

都議会ネット
■ 2020 年第 1 回都議会定例会：2 月 19 日～
3 月 27 日。代表質問：2 月 26 日。一般質問：
2 月 27 日、28 日。山内れい子一般質問は 28 日

（金）。予算特別委員会：3 月 9 日、12 日、13 日、
24 日、25 日。

八王子ネット
「水道民営化？」日本の誇る「蛇口をひねれば

出てくる安全な水」を子どもたちに残せるの？
2 月 15 日（土）14:00 ～ 16:00　アミダステー
ション（JR 八王子駅、京王八王子駅）　講師：
橋本淳司（アクアスフィア・水教育研究所代表、
NPO 法人地域水道支援センター理事）　500 円
042-623-8802

小平ネット
学習会「いいの？水道民営化」お話と DVD 上映
2 月 16 日（日）10:00 ～ 11:30　小平市中央公
民館講座室２（青梅街道駅）　講師：苗村洋子

（東京の水連絡会）　500 円　042-342-4494

練馬ネット
気になりませんか？　子どもの脳に有害な化学
物質！
2 月 20 日（木）10:00 ～ 12:00　練馬区立区民・
産業プラザ研修室 1 東側（練馬駅）　講師：水
野玲子（NPO 法人ダイオキシン・環境ホルモ
ン対策国民会議理事）　500 円　主催：環境・
福祉優先のまちをつくる実行委員会　03-3993-
4899

小金井ネット
ドキュメンタリー映画「ドローンの眼（2019 年制
作）」上映会
2 月 23 日（日）10:30 ～ 12:00　前原暫定集会
施設Ｃ室（武蔵小金井駅）　主催：平和部会
042-387-1068

西東京ネット
映画「デイヴィッドとギリアン　響きあうふたり」
3 月 1 日（日）① 13:10 ～ 14:50 ② 15:00 ～
16:40　プラス・ド・パスレル（保谷駅）　1000 円、
子ども・学生 500 円　042-453-4121
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重
な
資
源
で
あ
り
住
民
の
誇
り
で
も
あ

る
。多
く
の
住
民
は
、
お
い
し
い
地
下
水

を
水
道
水
源
と
し
て
飲
み
続
け
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
る
。立
川
市
で
１‚
４

─
ジ
オ
キ
サ
ン
が
検
出
さ
れ
た
水
源
井

戸
は
停
止
さ
れ
復
活
し
て
い
な
い
が
、除

去
の
難
し
い
１‚
４
─
ジ
オ
キ
サ
ン
と
違

い
、
P
F
O
S
、
P
F
O
A
は
活
性
炭

で
除
去
で
き
る
た
め
取
水
を
続
け
る
べ

き
だ
。ま
た
、地
下
水
は
、揚
水
し
な
い
と

水
脈
を
伝
っ
て
汚
染
が
広
が
る
た
め
、汚

染
の
拡
散
防
止
と
い
う
観
点
か
ら
も
揚

水
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

汚
染
源
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、横

田
基
地
か
ら
の
泡
消
火
剤
の
大
量
漏
出

が
報
道
さ
れ
て
い
る
。米
軍
か
ら
は
情
報

が
全
く
開
示
さ
れ
ず
、こ
の
ま
ま
で
は
周

辺
住
民
の
不
安
は
払
し
ょ
く
で
き
な
い
。

　

都
議
会
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、都

に
、
①
日
本
政
府
お
よ
び
米
軍
に
対
し

て
、基
地
内
の
地
下
水
濃
度
や
泡
消
火
剤

の
使
用
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
よ

う
都
と
し
て
要
請
す
る
②
汚
染
の
原
因

を
究
明
す
る
③
水
源
井
戸
の
取
水
を
止

め
ず
汚
染
を
除
去
し
た
上
で
配
水
す
る

―
―
こ
と
を
要
請
し
た
。ま
た
、昭
島
、立

川
、福
生
の
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
各

市
長
に
同
様
の
要
請
書
を
提
出
し
た
。

練
馬
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
区
議
会
議
員

き
み
が
き 

圭
子

　

練
馬
区
で
は
毎
月
20
日
に
、
西
武

線
駅
前
で
朝
鮮
高
校
の
授
業
料
無
償

化
を
求
め
る
街
頭
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ

て
い
ま
す
。呼
び
か
け
て
い
る
の
は

「
全
て
の
学
校
に
高
校
授
業
料
無
償

化
を
！
練
馬
の
会
」。私
も
で
き
る
限

り
毎
月
参
加
し
て
い
ま
す
。

朝
鮮
高
校
だ
け
無
償
化
か
ら
排

除 

―
― 

そ
の
違
憲
性
を
問
う

　

高
校
授
業
料
無
償
化
制
度
は
、「
全

て
の
子
ど
も
た
ち
に
教
育
の
機
会
を

保
障
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て

2
0
1
0
年
に
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。

国
公
立
高
校
を
は
じ
め
、
特
別
支
援

学
校
や
専
修
学
校
、
各
種
学
校
も
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
各
種
学
校
で
あ
る
外
国

人
学
校
の
う
ち
、
朝
鮮
高
校
だ
け
が

政
治
的
な
理
由
か
ら
無
償
化
の
対
象

か
ら
外
さ
れ
、そ
の
ま
ま
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。国
連
子
ど
も
の
権
利
委

員
会
か
ら
も
「
朝
鮮
学
校
へ
の
適
用

を
促
進
す
る
た
め
に
基
準
を
見
直
す

こ
と
」と
勧
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

朝
鮮
高
校
への
差
別
撤
回
を
求
め

る
市
民
街
宣
を
妨
害
言
動 

―
― 

都
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
認
定
！

　

昨
年
5
月
20
日
、
練
馬
駅
前
で
の
、

朝
鮮
高
校
の
授
業
料
無
償
化
を
求
め

る
街
頭
ア
ピ
ー
ル
の
日
に
、す
ぐ
近
く

で
別
の
団
体
が
、在
日
朝
鮮
人
に
対
す

る
聞
く
に
堪
え
な
い
差
別
的
言
動
を

振
り
撒
く
街
宣
を
行
っ
て
い
て
、警
察

官
も
立
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
朝
鮮
高
校
の
生
徒
た
ち

も
大
勢
参
加
し
て
い
た
の
で
す
が
、

不
愉
快
な
思
い
を
し
な
が
ら
も
頑

張
っ
て
無
償
化
の
適
用
を
求
め
る
ア

ピ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
差
別
的
言
動
に
つ
い
て
、
無

償
化
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
「
東

京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
う

た
わ
れ
る
人
権
尊
重
の
理
念
の

実
現
を
め
ざ
す
条
例
」
の
規
定

に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
審
査

会
に
審
査
請
求
し
ま
し
た
。審

査
会
の
「
不
当
な
差
別
的
言
動

に
該
当
す
る
」
と
の
意
見
を
聴

取
し
た
都
は
10
月
16
日
、「
い

わ
ゆ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ

り
、条
例
に
基
づ
き
公
表
し
、こ

の
よ
う
な
本
邦
外
出
身
者
に

対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動

の
解
消
を
推
進
し
て
い
く
」
と

表
明
し
ま
し
た
。

　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
初
め
て

の
認
定
が
練
馬
区
で
起
き
た
こ

と
は
、と
て
も
残
念
で
す
が
、認

定
さ
れ
、
公
表
さ
れ
た
こ
と
は

一
歩
前
進
で
す
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ 

―
― 

区
の
見
解
と
対
応

は
？

　

昨
年
12
月
の
区
議
会
の
一
般
質
問

で
、こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
区
の
見
解

を
区
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、

区
民
へ
の
啓
発
を
す
べ
き
こ
と
、ま
た

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
な
く
す
た
め
の

施
策
の
充
実
を
求
め
質
問
し
ま
し
た
。

　

的
確
な
答
弁
で
は
な
か
っ
た
も
の

の「
国
籍
、
民
族
等
を
理
由
と
し
て
地

域
社
会
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
扇
動

す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
、決
し
て
許

さ
れ
な
い
差
別
行
為
。策
定
中
の
第
5

次
男
女
共
同
参
画
計
画
に
も
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
解
消
を『
人
権
尊
重
と
男
女

平
等
の
推
進
』の
施
策
の
中
に
位
置
づ

け
て
い
る
。今
後
も
差
別
的
言
動
の
根

絶
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
」と

い
う
区
の
考
え
は
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
条

例
に
基
づ
い
た
公
表
だ
け
に
終
わ
ら

せ
ず
、
不
当
な
差
別
行
為
は
人
権
侵

害
で
あ
る
こ
と
を
国
・
都
・
区
が
あ
ら

ゆ
る
機
会
に
お
い
て
発
信
す
る
べ
き

で
す
。

　

練
馬
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
き

み
が
き
圭
子
は
、「
誰
を
も
排
除
し
な

い
社
会
」を
め
ざ
し
今
後
も
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

有機フッ素化合物による地下水汚染　原因究明と汚染除去を要請

おいしい地下水を飲み続けたい！
東京・生活者ネットワーク都議会議員

山内れい子［国立市・国分寺市］

　

新
年
仕
事
始
め
の
１
月
６
日
、
米
軍
横

田
基
地
周
辺
の
井
戸
か
ら
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
が
高
濃
度
で
検
出
さ
れ
た
と
新

聞
報
道
が
あ
り
、
基
地
近
隣
の
住
民
か
ら

不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。福
祉
保
健
局

が
昨
年
の
調
査
で
、
立
川
市
内
に
あ
る
井

戸
で
P
F
O
S
と
P
F
O
A
（
注
）合
わ

せ
て
1
3
4
0
ナ
ノ
グ
ラ
ム
／
ℓ
、
武
蔵

村
山
市
に
あ
る
井
戸
で
1
4
3
ナ
ノ
グ

ラ
ム
／
ℓ
検
出
し
た
と
の
こ
と
だ
。有
機

フ
ッ
素
化
合
物
は
、
フ
ラ
イ
パ
ン
の
テ
フ

ロ
ン
加
工
や
泡
消
火
剤
、
撥
水
剤
な
ど
に

使
用
さ
れ
て
き
た
が
、
分
解
さ
れ
に
く
い

物
質
で
体
内
に
蓄
積
さ
れ
人
体
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
W
H
O
の
基

準
は
な
い
が
、ア
メ
リ
カ
で
は
、環
境
保
護

庁
が
2
0
1
6
年
P
F
O
S
・
P
F
O
A

合
計
で
70
ナ
ノ
グ
ラ
ム
／
ℓ
と
い
う
飲

料
水
の
目
標
値
を
示
し
て
い
る
。

地
域
が
誇
る
貴
重
な
水
資
源
を
保
守
、

活
用
し
続
け
る
た
め
に

　

沖
縄
で
は
、米
軍
基
地
周
辺
の
水
道
水

源
が
汚
染
さ
れ
、
浄
水
場
で
活
性
炭
を

使
っ
て
除
去
し
配
水
し
て
い
る
。日
本
に

は
、こ
れ
ま
で
環
境
基
準
や
水
道
の
水
質

基
準
の
設
定
は
な
か
っ
た
た
め
、
沖
縄
県

知
事
が
基
準
値
の
設
定
な
ど
を
要
望
、国

は
よ
う
や
く
今
年
何
ら
か
の
基
準
を
設

定
す
る
と
の
こ
と
だ
。

　

都
議
会
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
昨
年
６
月
文
書

質
問
で
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
の
水
質
汚
染
を
取
り
上

げ
、
河
川
や
地
下
水
、
水
道

水
の
検
出
状
況
を
質
問
し

た
。折
り
し
も
、国
が
こ
の
問

題
に
つ
い
て
動
き
始
め
、
水

道
局
も
対
策
を
と
り
始
め

た
9
月
10
日
、
国
分
寺
市
と

府
中
市
に
あ
る
浄
水
所
の

水
源
井
戸
に
つ
い
て
、
70
ナ

ノ
グ
ラ
ム
／
ℓ
を
超
え
て

お
り
、
取
水
を
一
時
停
止
す

る
と
発
表
。浄
水
所
の
井
戸

の
う
ち
濃
度
の
高
い
と
こ
ろ

を
止
め
て
対
処
し
て
い
る
。

　

多
摩
地
域
は
地
下
水
が

豊
富
だ
。水
道
水
源
を
は
じ

め
酒
造
り
な
ど
地
域
で
活

用
し
て
い
る
地
下
水
は
、
貴

沖縄県民投票一周年記念連帯集会
2月15日（土）18 :30 ～ 21:00　ココネリホール（練馬駅）　ドキュメンタリー映画上映、講演：
新垣毅・元山仁士郎　800円　実行委員会　090-2473-0955（原澤）

北東アジアの非核化と平和について市民社会がすべきこと
2月22日（土）14:00 ～ 16:30　明治学院大学白金校舎（白金台駅、白金高輪駅）　講師：グ
レゴリー・カラーキー（憂慮する科学者同盟：UCS）・梅林宏道（ピースデポ特別顧問）
500円　NPO 法人ピースデポ　045-563-5101

ベランダ発電工作セミナー
3月15日（日）13:30 ～ 16:30　かたらいの道市民スペース（三鷹駅）　実作コース：キット
代 25,000円、見学コース：500円　NPO むさしの市民エネルギー　FAX0422-36-3767

「みんなの学校」上映会＆木村泰子先生講演会
3月21日（土）　 中野産業振興センター多目的ホール（中野駅）　上映 10:30 ～ 12:40　講
演 14:00 ～ 16:30　講師：木村泰子（みんなの学校元校長）　映画 1000円、講演会 500円
みんなの学校＠中野／これからの公教育を考える会　090-2630-7347（細野）

東
京
都
が
、ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
初
認
定

練
馬
区
で
の
在
日
朝
鮮
人
を
不
当
に
差
別
す
る
街
宣・言
動
は
、

都
人
権
条
例
に
照
ら
し
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
で
あ
る

編集後記／伊方原発３号機（愛媛県）の運転差し止め仮処分即時抗告審において、広島高裁で住民側が勝利（1
月17日）。決定は地震の影響、火山の影響の両方を認めたもので、これによって３月29日に予定していた再
稼働はできなくなった。これを原子力政策の方向を変えさせる力にしていきたい。首都圏に最も近い東海第二
原発（茨城県）の再稼働阻止、東京電力柏崎刈羽原発（新潟県）の再稼働阻止に注力しよう！　3月7日（土）
13：00 ～ 14：30、東電本店前で、福島事故から9年目の抗議行動が予定されている。（上坂）

「全ての学校に高校授業料無償化を！練馬の会」の呼びかけに連帯し街頭ア
ピールする練馬・生活者ネットワーク区議きみがき圭子。練馬駅前、2019 年
12月20日

（注）PFOS：ペルフルオロオクタンスルホン酸の略称、PFOA：ペルフルオロオクタン酸の略称

月18日、品川区内で標記の市民集会が
開かれ約 160 人が参加した。主催した

のは、「羽田新飛行ルートの賛否を問う品川
区民投票を成功させる会」 。事務局長の井上
八重子（品川・生活者ネット代表）は、「新ルー
トでは南風時の 15 時～ 19 時、１時間に 44
便が都心を降下。品川区では、大井町駅上空
300 ｍ、大井競馬場付近で 200 ｍ。騒音や落
下物による被害は避けられない。計画の公表
があった 2014 年から、直下の区民の賛否が
問われないまま計画決定されていった」 と、
国主導のこれまでを報告。

調講演に立った「シンクタンク国民投票
広報機構」 代表の南部義典さんは、「国

から一方的に負担を押しつけられるのでなく、
地域のことは地域で決める『住民自治』が地方
自治にとって重要だ」 。「署名を集める過程で
は、子育て世代や若者にも参加してもらい、賛
否の立場を超えて情報を共有し、議論を深め
ていくことが大事だ」と指摘。続く「住民投票条

例（案）」 説明後の質疑では、「運動を盛り上げ
るために何ができて、何ができないか」「署名
を集める時間帯に制限があるか」「外国人は
投票できるか」「印鑑以外の押印は、どの指で
もよいのか」 など質問が相次いだ。

ルートの運用は３月29日から。成功さ
せる会は、同3月20日～ 4月19日を署

名期間に、１カ月で区長に条例制定を直接請
求するために必要な有権者の50 分の１を上
回る約２万人の署名を集めたいと提案。署名
を集める受任者や運動を支えるボランティア
への参加を呼びかけた。同会代表の堀利和
さん（視覚障がい者・元参議院議員）は「区民
の安全・安心の暮らしを守るために、共に頑
張りましょう」 と訴え、集会を結んだ。

京・生活者ネットは新飛行ルートが公
表されて後、いち早く「羽田空港機能

強化問題プロジェクト」 を設置、この問題にコ
ミットしてきた。品川区民による今回の直接
請求運動に賛同し、その行方を注視していく。

品川で、「羽田新飛行ルートの賛否を問う区民投票」直接請求運動スタート！

１

基

新

東


